
犯罪情報 5月 11日～５月 17日 
 

１ 特殊詐欺（オレオレ詐欺）被害の発生について 

⑴ 被害額 

650万円 

⑵ 事案の概要 

Ａさん宅の固定電話に、男の声で「俺だけど」などと電話があり、Ａさん

は、息子と信じて会話を続けた。男から「５年前にやっていた仮想通貨で 1,800

万円儲けたが、未納の税金が 630万円あり、その未納金を払わなくてはならな

い。」「未納金の 630万円については、消費者金融で借りようと思っている

が、現在自分の口座が凍結されているため、支払いの手続きができない。」な

どと言われた。 

Ａさんは、息子を名乗る男から指示されるまま現金を準備すると、650万円を

指定された住所地へ宅配便で送付した。 

現金送付後、息子を名乗る男から「荷物が届いたよ。また電話するから。」

などとの電話を最後に、息子を名乗る男からの連絡が途絶えたことから、息子

と連絡を取ったことにより、詐欺被害に気付いたもの。 

 

２ 特殊詐欺（ニセ警察詐欺）被害の発生について ～ケース１～ 

⑴ 被害額 

397万円 

⑵ 事案の概要 

Ｂさんの携帯電話に総務省職員を名乗る男から電話があり、「あなた名義の

電話番号から迷惑電話が架かっており、この番号は静岡県内で契約されてい

る。事件に巻き込まれている可能性があるため静岡中央警察署に伝えて対処し

てもらってください」などと言われ、静岡中央警察署を名乗る男に電話が代わ

った。 

静岡中央警察署を名乗る男から「ＬＩＮＥで連絡を取るためにＩＤの追加を

してほしい」などと言われ、指示されたＩＤを追加したところ、静岡中央警察

署を名乗る男からＬＩＮＥのビデオ通話があり、「事件については、口座を５

万円で売った者に対し、報酬として 680万円を支払っているマネーロンダリン

グ事件である。静岡県まで出頭するか、できなければ逮捕することになる」、

「自分で事件のことを調べたり、友人に話したりすれば、その友人も逮捕する

ことになる」などと言われた。 

さらに、Ｂさんは翌日も静岡中央警察署を名乗る男とビデオ通話をする中

で、「逮捕状」などと書かれた書類を見せられ、検察官を名乗る男に電話が代

わった。 

検察官を名乗る男から通信アプリ「Ｓｉｇｎａｌ」をインストールするよう

指示され、Ｓｉｇｎａｌで連絡したところ、「事件の潔白を証明するため、保

有口座について、証拠として提出してもらう必要がある」、「指定する金融庁

の口座へ送金してほしい」などと言われ、Ｂさんは、金融機関のＡＴＭから、

指定された口座に５回にわたり合計 397万円を振り込んだ。 

その後、Ｂさんが静岡県警察に電話したことで、詐欺被害が判明したもの。 

 

３ 特殊詐欺（ニセ警察詐欺）被害の発生について ～ケース２～ 

⑴ 被害額 

690万円 



⑵ 事案の概要 

Ｃさんの自宅固定電話に着信があり、警視庁警察官を名乗る男から、「銀行

から 400万円を引き出したか」などと言われた。Ｃさんが「やっていない」と

答えると、男から、「うそをついたら逮捕状が出ているので、あなたを引っ張

ることができる。証拠がある。通帳を全部出しなさい」などと言われた。 

Ｃさんは、男から言われたとおりに通帳を準備し、個人情報を男に伝えたと

ころ、「上司に逮捕しなくてもいいように頼んであげる。ヤクザがあなたのお

金を引き出そうとしている。お金を守ってあげる。毎日お金を下ろし、出金し

たお金は保管しておいて」などと言われたほか、電話での定期連絡を入れるよ

う指示を受けた。 

Ｃさんは男の指示どおり、複数回にわたり、現金を出金し自宅に保管した。

男と連絡をする中で「警部達が守ってくれるから言うことを聞いてほしい。全

部のお金を袋の中に入れて」などと指示された。 

Ｃさんは、指示されるがまま、現金を袋に入れて準備したところで、男から

「外に出て、現金を置いて」などと言われ、自宅敷地内の指定された場所に現

金を置いた。 

その後、男から、「家に入って戸を閉めて、トイレに行って」などと言わ

れ、Ｃさんはトイレに行った後、外に出て現金を確認すると、現金が既になく

なっていた。 

その後Ｃさんは、詐欺の被害に遭ったのではないかと不安になり、警察に相

談し詐欺被害に気付いたもの。 

 

４ 特殊詐欺（還付金詐欺）被害の発生について 

⑴ 被害額 

  149万 5,000円 

⑵ 事案の概要 

Ｄさん宅の固定電話に音声ダイヤルで電話があり、「年金機構です。」「お

客様の年金が停止されます。」「サポートセンターにつなげる場合は１を押し

てください。」とガイダンスが流れたことから、１をダイヤルすると、Ｎを名

乗る男が応対した。Ｎを名乗る男は、「源泉徴収を返金したい。年金のハガキ

を送ったはずだが、ハガキの返信がないので返金手続きができない。」などと

言われたほか、普段使用している金融機関を聞かれ、Ｄさんが金融機関を伝え

たところ、担当者から電話をさせると言われた。 

その後、Ｄさんが使用している金融機関のＩを名乗る男から電話が掛かり

「年金機構からの連絡があって電話をした。ＡＴＭで返金手続きができる。」

などと言われ携帯電話の番号を聞かれた。 

Ｄさんが、金融機関のＡＴＭに行くと、携帯電話に「＋」から始まる電話番

号から着信があり、電話に出るとＩであり、指示されるままＡＴＭを２回操作

したところ、「手続きに失敗した。別の口座を持っているか。」と聞かれ、Ｄ

さんが答えると、近くにある別のＡＴＭに行くように指示された。Ｄさんが、

指示されたＡＴＭに行くと再びＩから電話があり、指示されるままＡＴＭを操

作したところ、「入金確認をしてから再度連絡します。」と言われ電話を切ら

れた。 

   その後、Ｄさんが不審に思い、家族に相談したところ、詐欺被害を指摘され

た。Ｄさんが、取引明細書を確認すると、他人名義の口座に３回にわたり合計

149万 5,000円を振り込んでいたことが判明したもの。 

 

５ 特殊詐欺（ＳＮＳ型投資詐欺）被害の発生について 



⑴ 被害額 

  3,057万 9,227円 

⑵ 事案の概要 

ＴｉｋＴｏｋでＥさん宛てに、女性名のアカウントからメッセージが届き、

その後、Ｅさんは相手とＬＩＮＥで連絡を取り合うようになった。 

Ｅさんは、相手とやり取りする中で、暗号資産購入を勧められ、送られてき 

たＵＲＬにアクセスし、暗号資産口座の開設に必要だと指示を受け、インター 

ネットサイト上で、自身の個人情報を入力した。 

さらにＥさんは、相手から暗号資産を購入するよう指示され、同サイトの担

当者を名乗る者が指定するアドレスに暗号資産の購入代金として、100万 920円

分の別の暗号資産を送金したところ、サイト上では、送金した金額が反映さ

れ、翌日には１万 8,000円の利子が付いていた。 

Ｅさんは、利子の出金を求めたところ、自身の預金口座に１万 8,000円の振 

込があり、利益が得られると信じてしまった。さらに女性名のアカウントから 

「暗号資産を購入するほど、利子も大きくなる」などと勧められ、その後、合 

計６回にわたり、合計 2,957万 8,307円分の暗号資産を指定するアドレスに送

金した。 

その後も、Ｅさんは、「利子を上げるためにはさらに 2,000万円の暗号資産

を購入して」、「2,000万円を振り込まないと利子分を出金できない」などとし

つこく追加の投資を勧められことから不審に思い、警察に相談し詐欺被害に気

付いた。 

 

６ 特に注意喚起していただきたい事項 
○ 「＋」から始まる国際電話番号を悪用した特殊詐欺が多く発生しています。こ
のような表示の電話には出ない、かけ直さないようにご注意ください。固定電話
については、国際電話の発着信が休止できる「国際電話不取扱受付センター」を
ご利用ください。 

○ 携帯電話については、特殊詐欺等の犯行に利用された番号（国際電話番号を含
む）をブロックする機能等が備わった警察庁推奨アプリ「詐欺対策 by NTTタウ
ンページ」、「詐欺バスター Lite」をご利用ください。ダウンロード、利用料と
もに無料です。 

○ 電話でお金の話が出たら、一人で悩まず、家族や警察（110 番、警察相談専用
番号♯9110など）へ相談してください。 

 
    
 
  

 

 
 

     
  
 

  
 
 

   
富山県警察本部生活安全部 
生活安全企画課犯罪抑止対策室 

                                   ０７６－４４１－２２１１ 

ダウンロードは、こちらから らーちゃん 

特殊詐欺の電話はアプリでブロック！ 

警察庁推奨アプリ 

らいくん 

富山県警察広報キャラクター 

 

 

※利用料無料 

警察庁・SOS47 
特殊詐欺対策ページ 


